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ものづくり競争力研究会（２０２１-２０２２年度） 開催日程 

＜２０２１年度＞ 

第１回 ２０２１年９月２１日 

（１）２０２１年度調査研究の概要・方針の説明 

（２）「製造業のＤＸに向けた問題提起―製造業のＤＸを阻む壁を乗り越えるために―」 

東京大学 未来ビジョン研究センター 客員研究員 

小川 紘一 座長 

第２回 ２０２１年１０月２９日 

（１）「産業エコシステムとＤＸ」 

多摩大学 ルール形成戦略研究所 客員教授 

市川 芳明 委員 

（２）「製造業ＤＸ 現場から」 

東芝デジタルソリューションズ株式会社 ＩｏＴ技師長 

中村 公弘 委員 

第３回 ２０２１年１１月１２日 

（１）「ＤＸを読み解く」 

東洋大学 経営学部 経営学科 教授 

高梨 千賀子 委員 

（２）「日本の製造業でＤＸが進まないのは何故か」 

ジャーナリスト 

三神 万里子 委員 

第４回 ２０２１年１２月１３日 

（１）「我が国製造業でＤＸが進まないのはなぜか？」 

法政大学 デザイン工学部 システムデザイン学科 教授 

西岡 靖之 委員 

（２）「『部門を横断した試行錯誤における摩擦低減のための研究』についての提言」 

AWSジャパン株式会社 

プロフェッショナルサービス本部 データアナリティクスコンサルタント 

池田 拓史 委員  
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（３）「我が国製造業でＤＸが進まないのはなぜか？―ＤＸを外部から支援する観点―」 

三菱 UFJ リサーチ&コンサルティング株式会社 

コンサルティング事業本部 国際業務推進本部 国際アドバイザリー事業部 副部長 

尾木 蔵人 委員 

第５回 ２０２２年１月２０日 

（１）「日本企業のＤＸの現状について―ＤＵＣスコアによる現状把握―」 

筑波大学大学院 ビジネス科学研究科 教授 

立本 博文 委員 

（２）２０２１年度論点整理案の審議 

第６回 ２０２２年２月２１日 

（１）「製造業におけるＤＸの現状」 

株式会社ＩＮＤＵＳＴＲＩＡＬ-Ｘ 代表取締役 

八子 知礼 氏 

（２）２０２１年度論点整理案の審議 

第７回 ２０２２年３月１５日 

（１）「新たな社会・産業構造実現に向けたデジタルアーキテクチャデザイン」 

慶應義塾大学大学院 システムデザイン・マネジメント研究科 教授 

白坂 成功 委員 

（２）２０２１年度論点整理の取りまとめ 

＜２０２２年度＞ 

第１回 ２０２２年７月２６日 

（１）２０２２年度調査研究の方針および調査対象企業の説明 

（２）「２０２２年版ものづくり白書」概要の説明および意見交換 

経済産業省 製造産業局 総務課 参事官 ものづくり政策審議室長 

伊奈 友子 氏 

第２回 ２０２２年８月２６日 

（１）「鍋屋バイテック会社のＤＸ」 

鍋屋バイテック会社 常務取締役 

丹羽 哲也 氏 
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第３回 ２０２２年９月９日 

（１）「ＤＸって中小企業にもできるの？」 

株式会社三松 代表取締役社長 

田名部 徹朗 氏 

第４回 ２０２２年１０月７日 

（１）「実は儲かるＤＸとカーボンニュートラル」 

旭鉄工株式会社（i Smart Technologies株式会社） 代表取締役社長 

木村 哲也 氏 

第５回 ２０２２年１１月１１日 

（１）「ダイセル式生産革新の取り組み事例」 

株式会社ダイセル 社長室長 兼 モノづくり革新センター長 

三好 史浩 氏 

第６回 ２０２２年１２月２０日 

（１）「ＡＳＰＩＮＡ ＤＸへの取り組み―社内効率化と新規価値創造―」 

シナノケンシ株式会社 代表取締役常務 

金子 行宏 氏 

シナノケンシ株式会社 開発技術本部 本部長補佐 

清水 賢一 氏 

第７回 ２０２３年１月２４日 

（１）「常石造船のデジタル化と社内展開」 

常石造船株式会社 取締役常務執行役員 

芦田 琢磨 氏 

（２）２０２２年度報告書骨子案の審議 

第８回 ２０２３年３月１０日 

（１）２０２２年度報告書案の審議  
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ものづくり競争力研究会（２０２１-２０２２年度） 委員名簿 

（委員 五十音順、敬称略、所属役職等は研究会開催時点） 

座長： 小川 紘一 東京大学 未来ビジョン研究センター 客員研究員 

委員： 池田 拓史 ＡＷＳジャパン株式会社 プロフェッショナルサービス本部 

   データアナリティクスコンサルタント 

 市川 芳明 多摩大学 ルール形成戦略研究所 客員教授 

 尾木 蔵人 三菱ＵＦＪリサーチ＆コンサルティング株式会社 コンサルティング事業本部 

   国際業務推進本部 国際アドバイザリー事業部 副部長 

 白坂 成功 慶應義塾大学大学院 

   システムデザイン・マネジメント研究科 教授 

 高梨 千賀子 東洋大学 経営学部 経営学科 教授 

 立本 博文 筑波大学大学院 ビジネス科学研究科 教授 

 中村 公弘 東芝デジタルソリューションズ株式会社 ＩｏＴ技師長 

 西岡 靖之 法政大学 デザイン工学部 システムデザイン学科 教授 

 三神 万里子 ジャーナリスト 

＜オブザーバー＞ 

 伊奈 友子 経済産業省 製造産業局 総務課 参事官 ものづくり政策審議室長 

 松高 大喜 経済産業省 製造産業局 製造産業戦略企画室 ものづくり政策審議室 課長補佐 

   （２０２１年度） 

 蓬田 桂一郎 経済産業省 製造産業局 総務課 ものづくり政策審議室 課長補佐 

   （２０２２年度） 

 福水 雄己 経済産業省 製造産業局 ものづくり政策審議室 係長 

   （２０２２年度） 

 簗瀬 創一 経済産業省 製造産業局 ものづくり政策審議室 調査員 

   （２０２１年度） 

 杉原 諒  経済産業省 製造産業局 ものづくり政策審議室 調査員 

   （２０２２年度）  
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＜事務局＞ 

 安達 健祐 一般財団法人企業活力研究所 会長 

 福岡 徹  一般財団法人企業活力研究所 専務理事 

 北畠 祥  一般財団法人企業活力研究所 企画研究部長 

 福本 泰起 一般財団法人企業活力研究所 主任研究員 

 吉本 陽子 三菱ＵＦＪリサーチ＆コンサルティング株式会社 主席研究員 

 平田 薫  三菱ＵＦＪリサーチ＆コンサルティング株式会社 主任研究員 
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２０２１年度 論点整理資料 

1 

1
. D
Ｘ
に
取
り
組
む
う
え
で
前
提
と
な
る
議
論

 

 
D
Ｘ
は
、
製
造
業
の
企
業
成
長
（競
争
力
強
化
だ
け
で
な
く
、
グ
リ
ー
ン
社
会
の
実
現
を
は
じ
め
と
す
る
社
会
課
題
の
解
決
も
含
む
）に
向
け
て
高
い
潜
在
可
能
性
を
有
す
る
。
 

 
し
か
し
、
我
が
国
製
造
業
の
経
営
層
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
層
、
現
場
担
当
者
の
多
く
が
、
外
部
環
境
で
進
む
「経
済
・社
会
シ
ス
テ
ム
の
大
転
換
」を
把
握
し
き
れ
て
お
ら
ず
、
「認
知
の
バ
イ
ア
ス
」が
生
じ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
D
Ｘ
に
取
り
組
む
必
要
性
や
緊
急
性
に
つ
い
て
十
分

に
腹
落
ち
で
き
て
い
な
い
可
能
性
が
あ
る
。
 

 
た
だ
し
、
「
認
知
の
バ
イ
ア
ス
」を
一
足
飛
び
に
解
消
し
よ
う
と
す
る
と
拒
否
反
応
が
起
こ
り
う
る
た
め
、
拒
否
反
応
を
上
手
く
回
避
す
る
工
夫
が
必
要
に
な
る
。
 

 
ま
た
、
D
Ｘ
に
関
し
て
は
単
に
デ
ー
タ
を
つ
な
ぐ
だ
け
で
は
成
果
は
得
ら
れ
な
い
た
め
、
サ
イ
バ
ー
空
間
で
の
効
果
的
な
デ
ー
タ
の
つ
な
ぎ
方
に
つ
い
て
十
分
に
検
討
し
、
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
。

 

経
済
・社
会
シ
ス
テ
ム
の
大
転
換

 

 
 

具
体
例

 

D
Ｘ
で
デ
ー
タ
を
効
果

的
に
つ
な
ぐ
こ
と
に
よ

り
産
み
出
さ
れ
る
価
値

 

見
え
な
か
っ
た
こ
と
が
見
え
て
く
る

 

 
社
内
で
部
門
間
に
別
々
に
管
理
さ
れ
て
い
た
「在
庫
デ
ー
タ
」、
「受
注
デ
ー
タ
」、
「生

産
予
定
デ
ー
タ
」を
統
合
し
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
把
握
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
開
発

 

⇒
 営
業
担
当
者
が
、
製
造
現
場
に
わ
ざ
わ
ざ
確
認
を
と
る
必
要
が
な
く
な
り
、
顧

客
に
対
し
て
、
即
座
に
正
確
な
納
期
を
知
ら
せ
る
こ
と
が
可
能
に

 

一
部
門
や
一
企
業
で
は
で
き
な
い

こ
と
が
可
能
に
な
る

 

 
メ
ー
カ
ー
と
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
が
連
携
し
て
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
の
調
達
状
況
を

可
視
化
す
る
シ
ス
テ
ム
を
開
発

 

⇒
 災
害
な
ど
の
不
測
の
事
態
が
生
じ
た
際
の
状
況
把
握
が
容
易
に
な
り
、
稼
働
再

開
、
代
替
生
産
、
在
庫
調
整
と
い
っ
た
迅
速
な
初
動
対
応
が
可
能
に

 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
効
果
が
働
き
、
 

エ
コ
シ
ス
テ
ム
に
参
加
す
る
様
々

な
企
業
の
成
長
が
促
さ
れ
る

 

 
受
発
注
を
自
動
で
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
開
発

 

⇒
 【
発
注
企
業
】 
低
い
調
達
コ
ス
ト
で
最
適
な
発
注
先
を
選
ぶ
こ
と
が
可
能
に

 

⇒
 【
受
注
企
業
】 
複
数
企
業
か
ら
の
似
た
発
注
を
一
括
化
す
る
こ
と
で
製
造
コ
ス
ト

が
削
減
可
能
に

 

⇒
 【
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
】 
受
発
注
双
方
に
便
益
を
提
供
す
る
こ
と
で
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
効
果
が
働
き
、
ビ
ジ
ネ
ス
を
拡
大

 

D
Ｘ
で
対
処
す
べ
き

 

喫
緊
の
課
題

 

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
へ
の
対
応

 

 
気
候
変
動
問
題
が
深
刻
化
す
る
な
か
で
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
へ
の
対
応
を
求

め
る
動
き
が
欧
州
を
中
心
に
急
拡
大

 

⇒
 サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
で
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
の
最
適
化
や
カ
ー
ボ
ン
フ
ッ
ト

プ
リ
ン
ト
に
よ
る

C
O
２
排
出
量
の
正
確
な
記
録
・把
握
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に

 

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
ガ
バ
ナ
ン
ス

強
化

 

 
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
や
自
然
災
害
、
経
済
安
全
保
障
を
め
ぐ
る
国
際
情
勢
の
変
化
な
ど
に

よ
っ
て
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
寸
断
リ
ス
ク
が
増
大

 

⇒
 サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
柔
軟
化
や
強
靭
化
を
図
る
こ
と
が
重
要
に

 

 
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
で
起
こ
っ
た
人
権
侵
害
や
環
境
汚
染
に
対
す
る
訴
訟
リ
ス
ク
へ

の
懸
念

 

⇒
 サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
適
正
に
管
理
す
る
と
と
も
に
透
明
性
を
高
め
る
こ
と
が

重
要
に

 

 

国
内
に
お
け
る
認
知
の
バ
イ
ア
ス
（誤
解
・思
い
込
み
） 

D
Ｘ
に
対
す
る
限
定
的
な
理
解

 

 
D
Ｘ
の
目
的
を
「効
率
性
向
上
」や
「自
動
化
」な
ど
狭
く
理
解
し
て
い
る
こ
と

 

⇒
 D
Ｘ
を
多
様
な
目
的
と
結
び
つ
け
る
発
想
の
不
足

 

⇒
 D
Ｘ
の
本
質
が
「ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
革
新
」や
「創
造
的
破
壊
（イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
）」
に
あ
る
と
い
う
発
想

 

の
不
足

 

 
D
Ｘ
と
デ
ジ
タ
ル
化
（既
存
業
務
の
デ
ジ
タ
ル
へ
の
置
き
換
え
）の
混
同

 

 
D
Ｘ
を
「企
業
間
連
携
」と
セ
ッ
ト
で
考
え
た
り
、
「顧
客
や
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
起
点
」で
考
え
た
り
す
る
発
想
に
及

ん
で
い
な
い
こ
と

 

 
予
算
を
つ
け
れ
ば
、
あ
る
程
度
短
期
的
か
つ
確
実
に
、
相
当
の
成
果
が
出
せ
る
は
ず
だ
と
い
う
思
い
込
み
（大

き
な
成
果
を
得
る
に
は
時
間
が
か
か
る
こ
と
の
理
解
不
足
） 

危
機
意
識
の
低
さ

 

 
長
年
続
い
て
い
る
日
本
経
済
の
「低
位
安
定
」へ
の
慣
れ

 

 
D
Ｘ
へ
の
取
り
組
み
が
遅
れ
て
も
仕
事
が
す
ぐ
に
な
く
な
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
希
望
的
観
測

 

 
同
業
他
社
な
ど
の
動
き
を
見
な
が
ら
足
並
み
を
揃
え
て

D
Ｘ
を
進
め
れ
ば
問
題
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
横
並
び

意
識

 

「も
の
づ
く
り
」の
レ
ガ
シ
ー

 

 
現
場
に
あ
る
属
人
的
な
技
能
・知
識
の
豊
か
さ

 

 
高
度
に
専
門
化
さ
れ
た
分
業
組
織
内
部
で
の
「す
り
合
わ
せ
」や
「カ
イ
ゼ
ン
」の
伝
統

 

 
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
で
明
確
な
役
割
分
担
の
あ
る
既
存
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

 

⇒
 こ
れ
ら
が
現
在
で
も
日
本
の
製
造
業
の
競
争
力
の
源
泉
と
な
っ
て
い
る
が
ゆ
え
に
、
か
え
っ
て
認
知
を
広

げ
る
う
え
で
の
妨
げ
に
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2 

2
. D
Ｘ
を
阻
む
壁
と

D
Ｘ
戦
略

 

 
D
Ｘ
を
阻
む
壁
を
乗
り
越
え
て
成
果
を
得
る
た
め
に
は
、
デ
ー
タ
を
「活
用
」
可
能
な
形
に
調
整
す
る
こ
と
や
、
「企
業
内
」や
「企
業
間
」の
組
織
・体
制
を
整
備
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
。
ま
た
、
製
造
業
の

D
Ｘ
を
「外
部
」か
ら
支
え
る
仕
組
み
づ
く
り
も
必
要
に
な
る
。
 

 
D
Ｘ
を
阻
む
壁
の
具
体
的
な
内
容
は

D
Ｘ
戦
略
（①
社
内
や
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
と
の
関
係
を
変
革
す
る

D
Ｘ
、
②
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
も
含
む
顧
客
と
の
関
係
を
変
革
す
る

D
Ｘ
）ご
と
に
異
な
る
た
め
、
各
戦
略
に
合
わ
せ
た
対
応
が
必
要
に
な
る
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の

D
Ｘ
戦

略
は
単
独
で
も
成
立
し
う
る
が
、
①
と
②
を
同
時
並
行
で
進
め
た
り
、
①
か
ら
②
の
よ
う
に
段
階
的
に
進
め
た
り
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
 

D
Ｘ
を
阻
む
壁

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
D
Ｘ
戦
略

 
①

 社
内
や
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
と
の
関
係
を
変
革
す
る

D
Ｘ

 

（業
務
プ
ロ
セ
ス
の
信
頼
性
・効
率
性
の
向
上
） 

②
 エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
も
含
む
顧
客
と
の
関
係
を
変
革
す
る

D
Ｘ

 

（新
た
な
デ
ジ
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
よ
る
収
益
増
） 

1
. 
デ
ー
タ
活
用
の
壁

 

D
Ｘ
を
実
現
す
る
た
め
の
、
適
切
な
デ
ー

タ
活
用
が
で
き
て
お
ら
ず
、
D
Ｘ
を
阻
む

壁
と
な
っ
て
い
る

 

1-
1 
デ
ー
タ
を
物
理
的
・意
味
的
に
つ
な
げ

る
プ
ロ
セ
ス
を
進
め
ら
れ
な
い
こ
と

 

 
【デ
ー
タ
化
す
る
た
め
の
下
準
備
】 
現
場
の
事
象
を
デ
ー
タ
化
し
よ
う
と
し
て
も
、
そ
も
そ
も
デ
ー
タ
が
な
か
っ
た

り
、
デ
ー
タ
が
欠
損
だ
ら
け
で
使
え
な
か
っ
た
り
す
る
場
合
が
多
く
、
デ
ー
タ
化
の
下
準
備
に
多
大
な
リ
ソ
ー
ス

が
必
要
に
な
る
こ
と

 

 
【デ
ー
タ
の
構
造
化
】 
製
造
業
特
有
の
「レ
ガ
シ
ー
イ
ン
フ
ラ
に
囲
ま
れ
た
、
高
度
に
専
門
化
さ
れ
た
分
業
組
織

 

（現
場
の
集
合
体
）」
の
そ
れ
ぞ
れ
が
バ
ラ
バ
ラ
に
持
っ
て
い
る
デ
ー
タ
の
構
造
化
が
困
難
で
あ
る
こ
と

 

 
【デ
ー
タ
を
つ
な
ぐ
範
囲
】 
従
来
の
企
業
間
関
係
の
ま
ま
で
デ
ー
タ
を
つ
な
ご
う
と
し
て
い
る
た
め
、
投
資
回
収

で
き
る
ほ
ど
の
規
模
の
経
済
が
働
い
て
い
な
い
こ
と

 

 
【デ
ー
タ
化
す
る
た
め
の
下
準
備
】新
た
な
デ
ジ
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
必
要
な
情
報
を
顧
客
や
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ

ー
な
ど
か
ら
集
め
る
た
め
の
合
意
形
成
が
困
難
で
あ
る
こ
と

 

 
【デ
ー
タ
を
つ
な
ぐ
範
囲
】 

A
P

I
を
公
開
す
る
な
ど
し
て
、
業
種
や
業
界
を
超
え
て
参
加
者
が
増
加
し
続
け
る
オ

ー
プ
ン
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
設
計
や
実
施
が
困
難
で
あ
る
こ
と

 

1-
2 
つ
な
い
だ
デ
ー
タ
を
活
用
す
る
イ
メ
ー

ジ
を
想
起
で
き
な
い
こ
と

 

 
【作
業
成
果
の
イ
メ
ー
ジ
】 
ど
の
よ
う
な
デ
ー
タ
を
社
内
や
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
で
つ
な
げ
ば
、
信
頼
性
・効
率
性

の
向
上
に
つ
な
が
る
の
か
の
イ
メ
ー
ジ
を
想
起
で
き
て
い
な
い
こ
と

 

 
【作
業
成
果
の
イ
メ
ー
ジ
】 
ど
の
よ
う
な
デ
ー
タ
を
顧
客
な
ど
と
つ
な
げ
ば
、
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
て

収
益
増
に
つ
な
が
る
の
か
の
イ
メ
ー
ジ
を
想
起
で
き
て
い
な
い
こ
と

 

2
a
. 
企
業
内
の
組
織
・体
制
の
壁

 

D
Ｘ
を
実
現
す
る
た
め
の
、
適
切
な
企
業

内
の
組
織
・
体
制
が
整
備
さ
れ
て
お
ら

ず
、
D
Ｘ
を
阻
む
壁
と
な
っ
て
い
る

 

2a
-1

 D
Ｘ
に
対
す
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が

高
ま
ら
な
い
こ
と

 

 
【D
Ｘ
の
理
解
】 

D
Ｘ
の
本
質
は
「創
造
的
破
壊
（イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
）」

 →
 D
Ｘ
が
既
存
の
業
務
プ
ロ
セ
ス
や
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
変
革
を
伴
う
も
の
で
あ
る
こ
と
に
関
し
て
の
発
想
不
足

 

 
【製
造
業
に
残
る
固
定
観
念
】部
門
・企
業
ご
と
の
分
業
に
よ
っ
て
成
長
し
て
き
た
と
い
う
過
去
の
成
功
体
験
を
変

え
ら
れ
な
い
こ
と

 

 
【ビ
ジ
ネ
ス
環
境
の
変
化
へ
の
感
度
】 
人
権
や
グ
リ
ー
ン
、
プ
ロ
フ
ィ
ッ
ト
・シ
ェ
ア
リ
ン
グ
、
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
な
ど
の

多
様
な
理
由
で
、
製
造
業
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
ト
ラ
ッ
ク
し
よ
う
と
す
る
世
界
的
な
動
き
が
あ
る
こ
と
へ
の
感

度
が
十
分
で
な
い
こ
と

 

 
【D
Ｘ
の
理
解
】 

D
Ｘ
の
本
質
は
「創
造
的
破
壊
（イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
）」

 →
 D
Ｘ
が
既
存
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
や
収

益
モ
デ
ル
の
変
革
（売
り
切
り
型
か
ら
サ
ブ
ス
ク
型
へ
な
ど
）を
伴
う
も
の
で
あ
る
こ
と
に
関
し
て
の
発
想
不
足

 

 
【製
造
業
に
残
る
固
定
観
念
】「
も
の
づ
く
り
」や
「自
社
単
独
」に
よ
る
価
値
創
出
と
い
う
過
去
の
成
功
体
験
を
変

え
ら
れ
な
い
こ
と

 

 
【ビ
ジ
ネ
ス
環
境
の
変
化
へ
の
感
度
】 
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
て
サ
イ
バ
ー
空
間
で
新
し
い
価
値
創
出
が
可
能

に
な
っ
て
い
る
こ
と
へ
の
感
度
が
十
分
で
な
い
こ
と

 

2a
-2

 既
存
の
企
業
組
織
が
変
化
に
対
応
で

き
て
い
な
い
こ
と

 

 
【部
門
間
関
係
】 
機
能
別
に
縦
割
り
で
分
か
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
製
造
業
で
は
、
部
門
間
で
や
り
と
り
す
る
と

き
の
制
度
的
・心
理
的
障
壁
が
高
く
、
相
互
の
連
携
が
断
絶
し
が
ち
で
あ
る
こ
と

 

 
【顧
客
接
点
の
部
門
】 
売
り
切
り
型
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が
中
心
だ
っ
た
た
め
、
顧
客
接
点
を
維
持
・強
化
す
る
組

織
・体
制
が
弱
い
こ
と

 

 
【企
業
組
織
の
俊
敏
性
】 
新
た
な
デ
ジ
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
を
次
々
に
開
発
・提
供
す
る
組
織
に
な
っ
て
い
な
い
こ
と

 

2
b

. 
企
業
間
の
体
制
の
壁

 

D
Ｘ
を
実
現
す
る
た
め
の
、
適
切
な
企
業

間
関
係
の
体
制
が
整
備
さ
れ
て
お
ら
ず
、

D
Ｘ
を
阻
む
壁
と
な
っ
て
い
る

 

2b
-1

 既
存
の
企
業
間
関
係
が
変
化
に
対
応

で
き
て
い
な
い
こ
と

 

 
【企
業
間
関
係
】 
既
存
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
の
企
業
間
関
係
が

D
Ｘ
に
よ
っ
て
「中
抜
き
」「
淘
汰
」さ
れ
て
い
く
動
き

へ
の
警
戒
か
ら
再
編
が
中
々
進
ま
な
い
こ
と

 

 
【企
業
間
関
係
】 
製
造
業
だ
け
で
な
く
、
異
業
種
も
パ
ー
ト
ナ
ー
と
考
え
、
競
争
で
は
な
く
「共
創
」し
な
が
ら
価
値

を
生
む
た
め
の
関
係
づ
く
り
が
な
い
こ
と

 

3
. 
外
部
環
境
の
壁

 

製
造
業
の

D
Ｘ
を
外
部
か
ら
支
え
る
取
り

組
み
が
不
十
分
で
あ
り
、
D
Ｘ
を
阻
む
壁

と
な
っ
て
い
る

 

3-
1 
事
業
者
団
体
の
課
題

 
 
【産
業
イ
ン
フ
ラ
づ
く
り
】 
産
業
イ
ン
フ
ラ
と
な
り
う
る
デ
ジ
タ
ル
・プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
構
築
な
ど
、
業
界
や
産
業
と
し
て
の
デ
ー
タ
連
携
の
取
り
組
み
が
進
ん
で
い
な
い
こ
と

 

3-
2 

IT
産
業
の
課
題

 

 
【I

T
産
業
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
】 

IT
産
業
の
「工
務
店
的
」な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
（多
重
下
請
け
構
造
、
人
月
単
位
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
受
注
し
て
終
了
後
は
何
も
し
な
い
商
習
慣
な
ど
）が
そ
も
そ
も

D
Ｘ
に
マ
ッ
チ
し
て
お
ら
ず
、
結
果

と
し
て
製
造
業
に
も
十
分
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
な
い
こ
と

 

 
【I

T
産
業
と
製
造
業
の
関
係
性
】 
製
造
業
側
に
「I

T
企
業
の
食
い
物
に
さ
れ
る
」と
い
う
不
信
感
を
与
え
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と

 

3-
3 
大
学
・研
究
機
関
の
課
題

 
 
【人
材
育
成
】 
日
本
の
大
学
で
は
「実
践
的
な
」I

T
を
指
導
で
き
る
体
制
が
整
っ
て
い
な
い
こ
と

 

 
【産
学
連
携
】 
ド
イ
ツ
の
フ
ラ
ウ
ン
ホ
ー
フ
ァ
ー
・モ
デ
ル
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
産
学
連
携
が
日
本
で
は
進
ん
で
い
な
い
こ
と
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3 

3
. 企
業
に
よ
る
打
開
の
方
向
性

1
 

 
製
造
業
の

D
Ｘ
に
は
確
立
さ
れ
た
手
法
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
た
め
、
企
業
と
し
て
は
以
下
の

2
つ
の
プ
ロ
セ
ス
を
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
長
期
的
な
視
点
で
進
め
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
。
 

 
2
つ
の
プ
ロ
セ
ス
は
、
D
Ｘ
に
向
け
た

1
つ
の
取
り
組
み
を
「
デ
ー
タ
利
用
」
と
「
組
織
・体
制
」と
い
う
別
々
の
視
点
に
注
目
し
て
整
理
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
各
プ
ロ
セ
ス
に
は
重
複
が
あ
り
、
相
互
に
関
連
し
合
い
な
が
ら
進
む
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
 

（1
） 
デ
ー
タ
利
用
の
壁
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
必
要
な
プ
ロ
セ
ス

 

 
デ
ー
タ
を
つ
な
ぐ
下
準
備
を
行
う

 
デ
ー
タ
を
物
理
的
に
つ
な
ぐ

 
デ
ー
タ
を
意
味
的
に
つ
な
ぐ

 
共
感
的
エ
コ
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る

 

内
容

 
 
社
内
で
起
き
て
い
る
事
象
（機
器
の
稼
働
状
況
や
人
の
動
き
な
ど
）を
デ

 

ー
タ
化
し
て
取
得
す
る
仕
組
み
を
構
築
す
る
こ
と

 

 
社
内
の
機
器
、
シ
ス
テ
ム
が
互
い
に
通
信
で
き
る
仕
組
み
（I

o
T
化
）を

 

構
築
す
る
こ
と

 

 
異
な
る
コ
ー
ド
や
形
式
の
デ
ー
タ
を
変
換
し
、
相
互
運
用
で
き
る
仕
組
み

を
構
築
す
る
こ
と

 

 
デ
ー
タ
を
つ
な
い
だ
部
門
や
企
業
が
お
互
い
に

W
in

-W
in
と
な
る
よ

う
な
ル
ー
ル
や
関
係
を
構
築
す
る
こ
と

 

主
な
問
題

 

 
そ
も
そ
も
必
要
な
量
の
デ
ー
タ
が
収
集
で
き
て
い
な
い

 

 
収
集
し
た
デ
ー
タ
の
品
質
（正
確
性
や
粒
度
な
ど
）が
揃
っ
て
い
な
い

 

 
人
間
系
で
の
入
力
に
頼
る
部
分
が
大
き
い

 

 
デ
ー
タ
を
効
果
的
に
つ
な
ぎ
付
加
価
値
に
転
換
す
る
能
力
の
開
発
が
進

ん
で
い
な
い

 

 
ス
タ
ン
ド
ア
ロ
ー
ン
の
レ
ガ
シ
ー
機
器
、
シ
ス
テ
ム
が
数
多
く
残
っ
て
い

る
 

 
機
器
ご
と
、
シ
ス
テ
ム
ご
と
に
独
自
の
通
信
プ
ロ
ト
コ
ル
が
採
用
さ
れ
て

い
る
場
合
が
多
い

 

 
オ
ン
ト
ロ
ジ
辞
書
の
作
成
や
デ
ー
タ
モ
デ
ル
構
築
の
必
要
性
の
理
解
が

ま
だ
全
体
ま
で
浸
透
し
て
お
ら
ず
、
取
り
組
み
が
十
分
に
進
ん
で
い
な

い
 

 
異
な
る
コ
ー
ド
や
形
式
の
デ
ー
タ
の
数
や
種
類
が
多
い

 

 
デ
ー
タ
を
有
効
に
つ
な
ぐ
と
ど
の
よ
う
な
価
値
が
生
ま
れ
る
の
か
に
関

す
る
共
通
理
解
が
十
分
に
醸
成
さ
れ
て
い
な
い

 

 
協
調
領
域
と
競
争
領
域
が
整
理
で
き
て
い
な
い

 

 
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
対
す
る
不
安
が
大
き
い

 

（
2
） 
企
業
内
や
企
業
間
の
組
織
・体
制
の
壁
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
必
要
な
プ
ロ
セ
ス

 

 
企
業
内
の
試
行
錯
誤

 
企
業
間
の
試
行
錯
誤

 

問
題
発
見

 
問
題
共
有

 
課
題
設
定
・解
決

 
問
題
発
見

 
問
題
共
有

 
課
題
設
定
・解
決

 

経
営
者

 

（C
IO
、
C

D
O
も
含
む
） 

 
D
Ｘ
を
め
ぐ
る
世
界
的
潮
流
を
敏
感
に
感
知

し
て
情
報
収
集
・整
理

 

 
D
Ｘ
の
正
確
な
定
義
を
理
解
・周
知
し
て
、
社

内
の
共
通
理
解
を
形
成

 

 
自
社
の
将
来
像
（ビ
ジ
ョ
ン
）を
構
想

 

 
全
社
的
な
ビ
ル
ダ
ー
文
化
（主
体
的
に
参
加

す
る
、
協
力
す
る
、
邪
魔
し
な
い
）の
醸
成

 

 
既
存
事
業
と

D
Ｘ
の
双
方
に
配
慮
し
た
経
営

資
源
の
配
分

 

 
自
社
単
独
で
は
解
決
で
き
な
い
が
、
企
業
間

連
携
で
解
決
で
き
る
問
題
（社
会
課
題
な

ど
）に
つ
い
て
情
報
収
集
・整
理

 

 
既
存
の
産
業
構
造
や
企
業
間
関
係
に
関
す

る
固
定
観
念
の
打
破

 

 
自
社
が
参
画
す
る
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
将
来
像

を
構
想

 

 
パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
共
通
理
解
の
醸
成

 

 
企
業
間
関
係
関
係
（他
社
と
の
プ
ロ
フ
ィ
ッ

ト
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
な
ど
）の
再
構
築
・再
配
置

 

事
業
部
門

 
 
自
部
門
に
閉
じ
な
い
部
門
横
断
的
な
問
題

の
抽
出

 

 
部
門
間
の
対
話
促
進
、
他
部
門
の
協
力
者
づ

く
り

 

 
自
社
の
将
来
像
に
到
達
す
る
た
め
の
具
体

的
な
課
題
を
設
定
し
て
実
践
、
進
捗
管
理

 

 
移
行
期
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

 

 
既
存
の
企
業
間
関
係
が
抱
え
る
問
題
の
抽

出
 

 
企
業
間
の
対
話
促
進
、
他
社
の
協
力
者
づ
く

り
 

 
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
将
来
像
に
到
達
す
る
た
め

の
具
体
的
な
課
題
を
他
社
と
協
調
し
な
が

ら
設
定
し
て
実
践
、
進
捗
管
理

 

IT
部
門

 
 
事
業
部
門
が
抱
え
る
問
題
へ
の
理
解
、
共
感

 

 
デ
ジ
タ
ル
技
術
で
何
が
解
決
で
き
る
の
か

の
範
囲
の
理
解
を
深
め
、
社
内
全
体
に
も
共

有
 

 
デ
ジ
タ
ル
化
率
で
は
な
い
自
社
の
将
来
像

に
沿
っ
た

K
P

I
を
設
定

 

 
事
業
部
門
の
企
業
間
連
携
シ
ス
テ
ム
の
構

築
支
援

 

 
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
設
計
や
そ
れ
を
支
え
る
デ

ジ
タ
ル
技
術
に
関
す
る
知
識
を
パ
ー
ト
ナ
ー

と
共
有

 

 
価
値
が
生
ま
れ
る
場
（デ
ジ
タ
ル
・プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
）を
構
築
し
、
他
社
に
も
オ
ー
プ
ン

化
 

 
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
強
化
す
る
仕
組
み
構
築

 

 

 

1
 
前
頁
の
通
り
、
製
造
業
の

D
Ｘ
を
阻
ん
で
い
る
壁
に
は
製
造
業
の
外
か
ら
の
働
き
か
け
や
支
援
に
よ
っ
て
乗
り
越
え
る
べ
き
「
外
部
環
境
の
壁
」
も
存
在
し
て
い
る
が
、
本
論
点
整
理
で
は
企
業
自
身
の
取
り
組
み
に
よ
る
打
開
の
方
向
性
に
つ
い
て
整
理
す
る
こ
と
と
し
た
。
 


